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 インレーワックスは鋳造体の原型となる重要な材料であることか ら, その諸性質に関する研究報
 告は多数なされているが, いまだ納得のできる報告は少ないようであ る。
 ところでワックスも一般の高分子材料と同様に粘弾性的性質を示し, ワックスの変形や流れなど
 の性質はそれと密接な関係があるので, この粘弾性的性質を明らかにすることは, ワックスの製造
 な らびに選択をするにあたって, きわめて重要な判断材料となる。 インレーワックスはパ.ラフィン
 を主成分として, これに種々の添加物を加えた混合物であるために, その粘弾性挙動はパラフィン
 や添加物の種類・ その混合割合な どによって大きな影響を受けるものと推定される。
 このような観点か ら, 本研究では融点の異なったそれぞれのパラフィンに, 添加物としてカルナ
 ウパワックス, みつろう, ダンマルを種々の割合で混合 したワックスを試作して, X線回折, 熱膨
 張, 示差熱分析により, 各試料の基本的な性質を調べるとともに, 動的粘弾性の測定を行ない, こ
 れらの結果にもとづいてワックスの粘弾性特性を検討し, 以下の結論を得た。
 1) 2成分系ワックスの粘弾性の測定結果によれば, パラフィンーカルナウバワックス混合物の
 場合は, パラフィンの結酷転移に起因する高温側の G' の低下と tanδ の上昇が, カルナウバワッ
 クスによって抑制され, 高温領域 での弾性的 性質が向上することがわかった。 パデフ ィ ソニみつ ろ
 う混合物の粘弾性挙動はパラフィン単独のそれとほぼ同 じであ り, またパラフィンーダソマル混合
 物の場合は, 低温側の弾性的性質は向上するが, 高温側の G' と ta麟 の変化には寄与しなかった。
 2) パラフィンにカルナウバワックス, ダンマルを添加した3成分系ワックスの粘弾性挙動は,
 2成分系ワックスのダンマル添加による低温側, カルナウバワックス添加による高温側の特徴をあ
 わせ持っていることが明らかになった0
 3) 組成を一定にして, パラフィγの結晶転移温度を変えた多成分系ワックスの G' の変化ある
 いは taRδ の形や大きさは, 結晶転移温度が変っても同 じである。 すなわちインレーワックスの主
 成分であるパラフィンは, その結晶転移温度によって, ワックスの粘弾性特性を形を変えずに, 高
 温側 または低温側に移行 させる役割を持つ ていることがわかった。
 4) 従来, ワックスの応力緩和や流動変形は, この材料のもつ重大な欠点とされてぎたきらいが
 ある。 しかし, ワックスの用途と操作法の多様性を考えたとき, この物性は必ずしも短所のみとは
 言いきれず, たとえば熱応力の緩和によって, ワックスパタンの収縮が防止でぎるなど, むしろか
 けがえのない特徴のある物性とも言える。 したがってインレーワックスの製造, 選択とその取り扱












 インレーワックスは, 厳密な精度を要求される鋳造体の原型になる材料であることか ら, その寸
 法精度, 経時変形などに関しての報告は多数あるが, それらは市販品についての検討が多い。 しか
 しワックスパタγ形態の多様性を考えたとき, 全ての場合に適正な示唆を与えるためには, インレ
 ーワックスの基本的な成分であるパラフィン, カルナ ウバワックス, みつろう, ダンマルおよびそ
 れ らの混合物の物性について総合的 に解 明する必要 があ る。
 著者はワックスパタンの寸法変化, 経時変形などが, 材料の結晶転移と転移温度付近での粘弾性
 特性によって変ることに着目し, 原料と混合物の結晶物転移, 熱膨張, 動的粘弾性について詳細な
 検討を行い, 次の結果を得ている。
 1. 主成分であるパラフィンは, その結晶転移温度で著しく膨張するとともに, 紬弾性的性質も
  著しく変化 して液体的な性質を示す。 しかし添加物に使われるカルナウバワックス, みつろう
  は結晶転移をおこ さず, 各々の融点に至るまで不連続な物性変化も示さない。 また添加物の一
  つであるダンマ ルは ガラ ス状高分子の特性を 示す非晶質であ る。
 Z パラフィンの結晶転移に起因する高温での精弾性変化は, カルナウバワックスの添加によっ
  て抑制され, 高温領域での弾性的性質は向上するが, みつろうの添加では著しい変化はおこさ
  ない。 ダンマルの添加によって, パラフィンの結晶転移温度以下, いいかえれば低温側での弾
  性的性質は向上するが, 高温領域での粘弾性的性質は変化 しない。
 3・ パラフィンにカルナウバワックス, ダンマルを添加した3成分系ワックスは, カルナウバワ
  ックス添加による高湿側・ ダンマル添加による低温側の粘弾性的特徴を併せ持つようになる。
  これにみつろうを加える と, 粘弾性の温度依存性が幾分かゆるやかになる。
 4. 緯成が一定であれば, 結晶転移温度の異なるパラフィンを使用しても粘弾性特性の形は変ら
  ない。 しか しパラフィンは・ その結晶転移温度によって, ワックスの粘弾性特性を高温側また
  は低温側に平行移動させ る役割を持ってい る。
 以上のように本論文はイγレーワックスの原料と種々の混合物の力学特性について, 粘弾性論の
 立場から総合的且つ詳細に検討したものであ り, 本論文の結果を敷衍すれば, 多様な形態をもつワ
 ックスパタンの適正な調整と, 罵途に適 した物性をもつイ ンレーワックスの緯成について, 重要な
 示唆を与えることができる。
 よって本論文は十分に学位授与に値するものと認める。
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